
新規要望 ２件

　上北圏域の市町村（十和田市・三沢市・野辺地町・七戸町・六戸町・横浜町・東北
町・六ヶ所村・おいらせ町）が、市町村と県、国が連携して取り組むべき重点事業に
ついて県に要望書を提出しました。
　10月26日に行われた重点事業説明会では、小山田市長が三村知事に対し、新規要望
２件について直接協力を求めました。

継続要望事項

３ 放置遊覧船への対応について

４ 八戸・十和田・小坂間の道路整備について

５ 周産期医療関係医師・麻酔科医の確保について

６ 八甲田登山道の整備について

７ 奥入瀬渓流における公衆トイレの整備について

８ 十和田湖・奥入瀬渓流への冬季公共交通の確保について

９ 一般国道103号奥入瀬（青橅山）バイパスの整備について

10 主要地方道三沢十和田線の整備について

11 一般国道45号及び一般国道102号の整備について

令和３年度の重点事業を県に要望
問政策財政課☎516710政策財政課☎516710

　感染症発生時の診療
体制確保のための費用
や減収に対する補

ほ て ん

塡に
ついて、県独自の支援
制度を創設して、地域
の医療体制の維持に努
めていただきたい。

市

　国では医療機関の減収に対する支援策として、診
療報酬の特例的な対応や公的機関による優遇融資の
拡充などを行っている。新型コロナウイルス感染症
の医療提供体制の整備などに活用できる交付金につ
いて、実情に応じ、都道府県の判断で柔軟に幅広く
活用できるように見直すよう、全国知事会を通じて
国に要望しているところであり、今後も機会を捉え
て引き続き国に要望していく。

県

感染症病床を有する病院への財政支援に
ついて

1

　令和２年度で終了する国立公園満喫プロジェク
トの取組期間の延長と十和田湖畔休屋地区の廃屋
の撤去の推進について、国に働き掛けていただき
たい。

市

県　新型コロナウイルス感染症収束後の外国人観光
客による利用拡大を図る上で、自然を活用した公
園などの整備や廃屋撤去による景観改善対策は、

国立公園満喫プロジェクトの取組期間
延長及び廃屋撤去の推進について

2

４ 2020年（令和２年）12月号広報

上北圏域として要望（本市提出分）

１ 消費生活相談員の育成への支援及び恒久的な財政
支援について（新規）

２ 三沢空港発着路線の維持・拡充等について（継続）

３ 子ども医療費の無償化制度の創設について（継続）

今後も重要となること
から、本プロジェクト
の取組期間の延長と廃
屋撤去の推進について、
国に対して働き掛けて
いく。

新規要望２件のほか、本市では継続９件、上北圏域として３件の重点事業について要望書を提出しています。


